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＜概要＞
１．脳科学から人間の聴覚は時間ー周波数情報を取得している.
２．時間軸での波形の再現性が重要.
３．現状のスピーカーには非線形歪、過渡歪、位相回転など課題

がある.
４．これら問題点を解決するために非線形制御理論であるスライ

ディングモード制御理論を応用した.
５．帯域を分割し制御を行うことで位相回転に対応した広帯域の

制御を実現した.
６．未来の目標値を利用し制御入力を押さえ迅速に目標値へと

追従する予見制御を用いた.
７．観測に用いるセンサを低コストで実現可能にする、非線形オ

ブザーバであるＶＳＳオブザーバを用い状態推定を行う.
８．以上のシステム構成を行うことで従来のスピーカーでは歪が

生じていた波形再現を正確に行えるようにした.
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